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きらりとひかる田園都市みさと

〈
内
容
〉

　

北
中
学
校
大
規
模
改
修
は
、
屋

上
防
水
、
外
壁
、
内
装
、
ト
イ
レ

の
一
部
洋
式
化
を
行
い
ま
す
。
工

事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
６
月
下
旬
に
着
工

し
、
令
和
５
年
２
月
に
完
了
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

▽
本
会
議
や
委
員
会
で
は
次
の
よ

う
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

問　

大
規
模
改
修
に
至
っ
た
経
緯

は
。

答　

今
後
想
定
さ
れ
る
生
徒
の
増

加
に
対
応
す
る
た
め
、
普
通
教
室

を
８
教
室
増
や
し
、
合
計
30
教
室

と
す
る
ほ
か
、「
学
校
教
育
施
設

個
別
計
画
」
に
基
づ
き
、
屋
上
防

水
や
外
壁
塗
装
工
事
な
ど
に
よ

り
、
計
画
的
に
校
舎
の
長
寿
命
化

を
図
る
も
の
で
あ
る
。

問　

工
事
中
の
生
徒
へ
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
詳
細
に
。

答　

安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
生

徒
が
い
な
い
夏
季
休
業
中
を
中
心

に
工
事
を
進
め
る
と
と
も
に
、
学

期
中
は
生
徒
の
安
全
や
教
育
環
境

に
十
分
配
慮
の
上
、
工
事
エ
リ
ア

６月定例会に上程された議案のうち、特に市民の方々に関連の深い議案が、６月定例会に上程された議案のうち、特に市民の方々に関連の深い議案が、
どのように審議されたか、その要旨をお知らせします。どのように審議されたか、その要旨をお知らせします。

議
案
第
35
号
　
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

問問

論点論点

答答

６月定例会には、市長から「工事請負６月定例会には、市長から「工事請負
契約の締結について」など11議案が契約の締結について」など11議案が
提出され、原案通り可決しました。提出され、原案通り可決しました。

現在の北中学校南校舎現在の北中学校南校舎

６月定例会

５/30～６/10

北中学校の大規模改修が北中学校の大規模改修が
始まります始まります

を
区
分
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問　

ト
イ
レ
改
修
工
事
の
内
容

と
、
既
存
の
多
目
的
ト
イ
レ
の
改

修
内
容
に
つ
い
て
詳
細
に
。

答　

南
校
舎
の
ト
イ
レ
は
す
べ
て

洋
式
化
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
北

校
舎
の
ト
イ
レ
を
対
象
に
、
13
か

所
の
和
式
ト
イ
レ
を
洋
式
ト
イ
レ

に
改
修
し
、
合
計
で
洋
式
ト
イ
レ

53
か
所
、
和
式
ト
イ
レ
３
か
所
と

し
た
。
ま
た
、
現
在
両
校
舎
に
あ

る
多
目
的
ト
イ
レ
（
車
い
す
利
用

者
用
ト
イ
レ
）
の
改
修
に
つ
い
て

は
、
床
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
の
張
替

え
や
、
壁
タ
イ
ル
補
修
、
手
す
り

や
入
口
ド
ア
の
交
換
を
行
う
。

答 問
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駐車場増設整備駐車場増設整備

北校舎北校舎

プ
ー
ル

プ
ー
ル

南校舎南校舎

体育館体育館

駐
輪
場
増
設

駐
輪
場
増
設

駐輪場増設駐輪場増設

駐輪場増設駐輪場増設

配 置 図配 置 図

改修対象建物改修対象建物

論点

問　

外
構
改
修
工
事
の
駐
輪
場
の

増
設
に
つ
い
て
、
現
在
、
北
中
学

校
の
駐
輪
場
は
、
北
校
舎
の
北
側

と
南
校
舎
の
東
側
、
体
育
館
の
東

側
に
あ
る
が
、
こ
の
工
事
で
合
計

何
台
分
と
な
る
の
か
。

答　

現
在
、
北
中
学
校
の
生
徒
数

６
５
３
名
に
対
し
、
既
存
の
駐
輪

場
は
約
６
０
０
台
あ
り
、
今
回
３

０
０
台
分
増
設
し
、
計
９
０
０
台

と
す
る
。
今
後
、
自
転
車
通
学
す

る
生
徒
の
増
加
を
見
込
ん
だ
整
備

で
あ
る
。

問　

今
後
の
市
内
小
中
学
校
の
長

寿
命
化
工
事
の
予
定
は
。

答　

今
後
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
大
規
模
改
修
を
行
っ
て
い
な
い

学
校
を
優
先
的
に
進
め
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

問問 答答

北中学校改修後イメージ北中学校改修後イメージ
駐輪場イメージ駐輪場イメージ

《外壁改修工事》
・外壁塗装改修
・シーリング打替　・竪樋交換
・鉄骨外階段塗装
・バルコニーフェンス塗装

大規模改修の内容

《屋上防水改修工事》
・ウレタン塗膜防水改修
・屋上フェンス塗装

《外構改修工事》
・駐輪場増設　・駐車場増設整備

《トイレ改修工事》
・便器一部洋式化

《内部改修工事》
普通教室/特別教室
・床塗装　・天井一部張替　・建具補修
廊下/昇降口/階段
・建具一部改修　・防火シャッター改修
・床シート張替

◆長寿命化対策とは
　施設は経年により老朽化し、また、
建物に求められる機能は時代とともに
変化します。老朽化した施設を将来に
わたって長く使い続けるために耐用年
数を延ばす対策を行うことです。

　
委
員
会
の
討
論
で
は
、「
生
徒

に
と
っ
て
、よ
り
良
い
教
育
環
境

整
備
と
し
て
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
賛
成
」な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。

　
最
終
結
論
を
出
す
本
会
議
で

は
、常
任
委
員
長
が
委
員
会
の
審

査
内
容
を
報
告
し
、採
決
の
結

果
、全
議
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し

た
。

駐輪場増設予定地駐輪場増設予定地
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きらりとひかる田園都市みさと

議
員　

多
様
性
を
認
め
、尊
重
し
合
う

社
会
の
実
現
を
目
指
す
中
で
、Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ（
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
）の
方
々

が
生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
環
境
づ

く
り
が
必
要
で
あ
る
。Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
当

事
者
と
理
解
者
か
ら
設
立
さ
れ
た「
レ

イ
ン
ボ
ー
さ
い
た
ま
の
会
」か
ら
、パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
認
証
制
度
を
創
設
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、病
院
で
の
面
会
や
、医

療
の
同
意
・
決
定
の
際
な
ど
に
、パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
認
め
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
切
実
な
声
が
あ
り
、要
望
書
が
提
出

さ
れ
て
い
る
が
、市
の
見
解
は
。

市
長　

令
和
４
年
４
月
現
在
、埼
玉
県

内
35
市
町
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

を
導
入
し
て
お
り
、性
的
少
数
者
に
対

す
る
社
会
的
配
慮
に
向
け
た
動
き
が
高

ま
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。市
と

し
て
も
、パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の

制
定
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

総
務
部
長　

市
で
は
第
５
次
み
さ
と
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に「
み
ん
な
が
互

　市民の要望を市政に反映させるための一般質問は、各種の
行政課題を取り上げて、３日間にわたり15人の議員が活発な 
論戦を展開しました。 ※記事掲載は順不同。内容は一部抜粋しています。

市政に対する
一般質問

質 問 議 員
西村寿美枝　　齊藤　幹郎　　佐々木　修　　柳瀬　勝彦
篠田　正巳　　寺沢　美紗　　一色　雄生　　鳴海　和美
佐藤　智仁　　工藤智加子　　宇治由紀子　　深川　智加
加藤　英泉　　渡邉　雅人　　菊名　　裕

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
方
に
対
す
る

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
方
に
対
す
る

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
つ
い
て

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
つ
い
て

議
員

い
に
理
解
・
尊
重
し
、個
性
と
能
力
を
発

揮
で
き
る
ま
ち
み
さ
と
」を
基
本
理
念

に
掲
げ
、性
の
多
様
性
に
つ
い
て
理
解
・

促
進
を
図
る
啓
発
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
。パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
導
入

に
当
た
っ
て
は
、先
進
自
治
体
の
事
例

を
調
査
研
究
し
、近
隣
自
治
体
間
で
の

広
域
的
な
連
携
に
も
配
慮
し
な
が
ら
検

討
を
進
め
て
い
く
。併
せ
て
制
度
の
創

設
に
よ
り
得
ら
れ
る
効
果
と
し
て
、利

用
可
能
な
市
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も

調
査
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

図
書
館
問
題
な
ど
。

議
員　

三
郷
市
が
取
り
組
む「
親
の
学

習
」講
座
の
趣
旨
と
概
要
、参
加
者
の
意

見
や
コ
ロ
ナ
禍
で
の
実
績
の
変
化
等
を

含
め
た
現
状
、更
に
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
伺
う
。ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
の
現
状
で

は
座
学
の
み
だ
が
、聞
い
た
だ
け
で
終

わ
ら
ず
他
者
の
意
見
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し

て
い
る
の
か
。

生
涯
学
習
部
長　
「
親
の
学
習
」講
座
は
、

平
成
21
年
度
よ
り
開
始
し
た
事
業
で
、

保
護
者
同
士
の
交
流
や
子
育
て
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
、子
供
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
目
的
と
し
て
い
る
。

主
に
未
就
学
児
や
児
童
生
徒
の
保
護
者

を
対
象
と
し
、「
親
が
親
と
し
て
育
ち
、

力
を
つ
け
る
た
め
の
学
習
」に
力
を
入

れ
、講
義
形
式
で
は
な
く
参
加
型
学
習

を
特
徴
と
し
て
い
る
。現
在
は
感
染
拡

大
防
止
対
策
と
し
て
主
に
オ
ン
ラ
イ
ン

講
座
で
の
実
施
の
た
め
、参
加
者
は
減

少
傾
向
だ
っ
た
が
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
動
画
を
掲
載
し
て
多
く
の
市
民
に
視

聴
し
て
い
た
だ
き
、「
他
の
か
た
の
取
組

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、参
考
に
な
っ
た
」

等
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。対
面

で
実
施
し
て
い
る
就
学
時
健
康
診
断
に

お
け
る
講
座
で
は
、参
加
者
の
不
安
や

悩
み
、意
見
等
が
グ
ラ
フ
化
や
一
覧
表

示
さ
れ
る「
イ
マ
キ
ク
」と
い
う
リ
ア
ル

ア
ン
ケ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
お

り
、互
い
の
考
え
を
共
有
で
き
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

親
の
学
習
に
つ
い
て

親
の
学
習
に
つ
い
て

議
員

親の学習講座の様子親の学習講座の様子

そ
の
他
の
質
問

市
長

生
涯
学
習
部
長

総
務
部
長
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一般質問

議
員　

６
月
１
日
に
選
挙
管
理
委
員
会

か
ら
任
期
満
了
に
伴
う
市
長
選
の
日
程

が
発
表
さ
れ
、市
民
の
関
心
は
市
長
選
に

向
け
ら
れ
て
い
る
。か
つ
て
民
間
研
究
機

関
の「
日
本
創
成
会
議
」が
発
表
し
た
地

方
消
滅
・
東
京
一
極
集
中
が
招
く
人
口
急

減
に
よ
る
人
口
推
計
で
は
、８
９
６
の
自

治
体
が
２
０
４
０
年
に
消
滅
す
る
可
能

性
が
あ
る
と
発
表
し
、三
郷
市
の
名
前
も

挙
げ
ら
れ
た
。し
か
し
、今
の
三
郷
市
の

現
状
は
人
口
も
予
算
規
模
も
年
々
増
加

し
て
い
る
。だ
か
ら
こ
そ
、３
月
26
日
に

放
送
さ
れ
た「
ア
ド
街
ッ
ク
天
国
」で
も

三
郷
市
が
取
り
上
げ
ら
れ
紹
介
さ
れ
た
。

そ
し
て
、住
み
た
い
ま
ち
ラ
ン
キ
ン
グ
で

も
上
位
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
に
知

名
度
も
上
が
り
、子
育
て
世
代
に
も
選
ば

れ
る
街
へ
と
発
展
し
て
い
る
。今
後
の
市

政
運
営
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

残
さ
れ
た
任
期
を
全
う
す
る
こ
と

を
お
誓
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、コ
ロ

ナ
禍
な
ど
の
危
機
事
象
に
も
対
応
し
て
き

た
市
政
運
営
の
経
験
と
実
績
を
基
に
市
長

と
し
て
、未
来
の
三
郷
に
つ
な
ぐ
決
意
を

持
っ
て
、市
の
さ
ら
な
る
発
展
に
粉
骨
砕

身
全
力
を
捧
げ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
る
。

議
員　

高
架
下
の
活
用
に
つ
い
て
は
、8

年
前
か
ら
4
回
に
わ
た
っ
て
一
般
質
問

で
取
り
上
げ
て
き
た
。高
架
下
の
現
状
と

し
て
は
、駐
輪
場
な
ど
の
エ
リ
ア
と
、路

線
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
の
エ
リ
ア（
駅
前
広

場
含
む
）に
分
か
れ
る
と
認
識
し
て
い

る
。そ
れ
ぞ
れ
の
活
用
と
し
て
、商
業
施

設
や
飲
食
店
・
子
育
て
支
援
施
設
・
ポ
ッ

プ
ア
ッ
プ
ス
ト
ア
・
子
供
が
ボ
ー
ル
遊

び
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
・
ド
ッ
グ
ラ
ン
・
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、様
々
な
可
能
性
を

提
案
し
て
き
た
。ロ
ー
タ
リ
ー
周
辺
の
交

通
安
全
対
策
や
整
備
に
つ
い
て
、高
架
下

の
所
有
者
で
あ
る
鉄
道
事
業
者
と
の
協

議
状
況
と
駅
前
広
場
を
含
め
た
今
後
に

つ
い
て
伺
う
。

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

高
架
下
の
活
用
に
つ
い
て

高
架
下
の
活
用
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

高
架
下
に
つ

い
て
、鉄
道
事
業
者
側
の
２
０
２
２
年
度

事
業
計
画
で
高
架
下
を
商
業
施
設
や
子

育
て
支
援
施
設
等
に
積
極
的
に
活
用
す

る
方
針
が
示
さ
れ
て
お
り
、市
と
し
て
も

今
後
更
に
高
架
下
の
有
効
活
用
の
実
現

化
に
向
け
た
協
議
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

駅
前
広
場
を
含
め
た
今
後
に
つ
い
て
、補

助
金
を
活
用
し
て
地
域
住
民
や
駅
利
用

者
、周
辺
事
業
者
を
対
象
と
し
た
勉
強
会

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、そ
の
結
果

を
駅
周
辺
の
整
備
方
針
の
検
討
に
反
映

さ
せ
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

福
祉
・
環
境
対
策
。

議
員　
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」持
続

可
能
で
多
様
性
と
包
摂
性
の
あ
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
、お
互
い
を
認
め
、支

え
合
い
、誰
も
が
自
信
と
誇
り
を
も
っ

て
社
会
に
参
画
し
、障
が
い
の
有
無
や

性
別
、国
籍
の
違
い
な
ど
に
関
わ
ら
ず
、

人
々
が
と
も
に
安
全
・
安
心
に
生
き
生
き

と
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、学
び
の
基
盤

と
な
る
環
境
整
備
を
力
強
く
推
進
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。学
校
施
設
の
ハ
ー

ド
面
、ソ
フ
ト
面
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の

推
進
の
実
現
に
は
時
間
が
か
か
る
と
思

う
が
、特
に
、心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推

進
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
く

基
本
方
針
に
お
け
る
整
備
目
標
期
限
と

な
る
令
和
７
年
度
末
ま
で
の
整
備
計
画

に
つ
い
て
伺
う
。

学
校
教
育
部
長　

学
校
施
設
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
は
、ス
ロ
ー
プ
や
手

す
り
の
設
置
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
整
備
、

ト
イ
レ
の
改
修
な
ど
、誰
も
が
学
校
施
設

を
円
滑
に
利
用
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る

と
と
も
に
、計
画
的
な
整
備
に
努
め
て
い

く
。心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進
に
つ

い
て
は
、人
権
教
育
や
特
別
支
援
教
育
、

特
別
の
教
科
道
徳
を
始
め
と
し
た
各
教

科
の
全
体
計
画
・
年
間
指
導
計
画
を
も
と

に
、自
他
を
尊
重
し
、多
様
性
を
認
め
る

教
育
を
、今
後
も
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

市
民
生
活
問
題
な
ど
。

今
後
の
学
校
施
設
の

今
後
の
学
校
施
設
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て

市
政
運
営
に
つ
い
て

市
政
運
営
に
つ
い
て

議
員

そ
の
他
の
質
問

議
員

そ
の
他
の
質
問

学
校
教
育
部
長

議
員

市
長

つくばエクスプレス高架下つくばエクスプレス高架下

彦糸小学校昇降口へのスロープ彦糸小学校昇降口へのスロープ

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
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きらりとひかる田園都市みさと

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、質
と
量
の
確
保

と
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
べ
く
、食
糧

費
へ
の
補
助
を
行
う
べ
き
だ
が
考
え
は
。

子
ど
も
未
来
部
長　

交
付
金
の
活
用
方

法
の
一
つ
と
し
て
国
か
ら
示
さ
れ
て
い

る
、「
学
校
給
食
費
等
の
負
担
軽
減
な
ど

子
育
て
世
帯
に
対
す
る
支
援
策
」を
、保

育
所
や
認
定
こ
ど
も
園
及
び
認
可
外
保

育
施
設
も
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、子
育
て

世
帯
に
お
け
る
負
担
軽
減
策
の
一
つ
と

し
て
、よ
り
効
果
的
な
支
援
策
と
な
る
よ

う
検
討
し
て
い
く
。

学
校
教
育
部
長　

学
校
給
食
費
の
値
上

げ
に
よ
る
保
護
者
の
負
担
を
回
避
す
る

た
め
、交
付
金
を
活
用
し
、食
材
費
の
補

助
や
学
校
給
食
費
の
支
援
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。ま
た
、幼
稚
園
分
に
つ
い

て
も
、学
校
給
食
費
へ
の
支
援
と
併
せ
検

討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

健
康
問
題
な
ど
。

議
員　

女
性
の
視
点
に
配
慮
し
た
防
災

対
策
に
つ
い
て
の
提
言
に
よ
る
と
、性
差

に
よ
る
ニ
ー
ズ
の
違
い
の
理
解
不
足
や
、

避
難
所
で
の
治
安
の
悪
化
に
よ
り
、災
害

弱
者
は
も
と
よ
り
、女
性
も
多
く
の
ス
ト

レ
ス
を
抱
え
て
い
た
。例
え
ば
、男
性
の

目
が
気
に
な
り
下
着
を
干
す
こ
と
が
出

来
な
く
て
困
っ
た
、着
替
え
る
場
所
が
な

く
布
団
の
中
で
着
替
え
た
、授
乳
ス
ペ
ー

ス
が
な
く
周
囲
に
気
を
使
う
な
ど
、乳
幼

児
の
い
る
世
帯
は
生
活
し
づ
ら
か
っ
た
。

授
乳
は
女
性
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
安
全

に
保
た
れ
て
い
る
こ
と
、抵
抗
力
の
弱
い

乳
幼
児
が
感
染
症
に
か
か
ら
な
い
よ
う

衛
生
面
の
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

必
要
と
さ
れ
る
。こ
の
よ
う
な
課
題
を
解

決
す
る
方
法
と
し
て
専
用
の
授
乳
室
を

設
置
し
て
は
い
か
が
か
と
考
え
る
。①
避

難
所
の
授
乳
室
設
置
に
つ
い
て
②
衛
生

問
題
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

災
害
時
に
お
い
て
の
授
乳
問
題

災
害
時
に
お
い
て
の
授
乳
問
題

危
機
管
理
監　

①
現
在
、小
中
学
校
等
の

全
て
の
避
難
所
に
お
い
て
、体
育
館
だ
け

で
は
な
く
、特
別
教
室
な
ど
に
、授
乳
、女

性
用
の
物
干
し
、生
理
用
品
等
を
配
布
す

る
場
所
等
を
確
保
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト
案

を
作
成
し
て
お
り
、避
難
所
開
設
時
に
活

用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。②
避
難
所
に

お
い
て
、授
乳
時
の
衛
生
環
境
の
整
備
に

必
要
な
物
品
を
備
蓄
し
て
い
る
。ま
た
、

避
難
生
活
が
長
期
化
す
る
場
合
、災
害
時

応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
事
業
者
か

ら
必
要
物
資
の
支
援
を
い
た
だ
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

議
員　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、企

業
が
自
治
体
へ
寄
付
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
税
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
と
い
う
制
度

で
あ
る
。深
谷
市
で
は
、こ
の
制
度
を
活

用
し
、渋
沢
栄
一
の
大
河
ド
ラ
マ
の
企

画
・
運
営
支
援
な
ど
で
観
光
客
が
10
万
人

以
上
と
な
り
、内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
地
方
創
生
担
当
）か
ら
表
彰
さ
れ
て
い

る
。三
郷
市
で
も
、こ
の
制
度
を
活
用
し
、

ま
ち
づ
く
り
を
企
業
と
一
緒
に
行
う
こ

と
で
、よ
り
一
層
の
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

た
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
と
思
う
が
、現

状
と
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
政
策
部
長　

本
市
で
は
、地
域
経
済

の
活
性
化
や
地
域
に
お
け
る
雇
用
機
会

の
創
出
、そ
の
他
の
地
域
の
活
力
の
再
生

を
図
る
た
め
、「
三
郷
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し 

ご
と
創
生
推
進
計
画
」を
策
定
し
、令
和

４
年
３
月
に
国
か
ら
認
定
を
受
け
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。現
在
は
、本
計
画
に
位
置

づ
け
た「
ま
ち
づ
く
り
は
道
づ
く
り
事

業
」、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
事

業
」、「
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
る
・

夢
を
育
む
事
業
」の
３
事
業
を
対
象
と

し
、企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
寄
付

を
募
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。今
後

も
、引
き
続
き
周
知
を
図
る
と
共
に
寄
付

が
あ
っ
た
際
に
は
、寄
付
者
の
意
向
も
踏

ま
え
活
用
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

複
雑
な
世
界
情
勢
の
中
、食
料
品

の
値
上
げ
な
ど
が
す
で
に
生
活
を
直
撃

し
、学
校
や
保
育
現
場
な
ど
で
は
原
価
高

騰
に
よ
る
給
食
費
等
の
値
上
げ
が
心
配

さ
れ
て
い
る
。学
校
の
給
食
は
食
育
の
一

環
で
、成
長
期
の
大
事
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

で
あ
り
、保
育
所
や
幼
稚
園
の
食
事
も
同

様
で
あ
る
。値
上
げ
は
し
な
く
と
も
、質

が
落
ち
た
り
量
が
減
っ
て
し
ま
う
こ
と

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。国
の
地
方
創
生

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

原
価
高
騰
に
対
す
る

原
価
高
騰
に
対
す
る

学
校
給
食
等
へ
の
補
助
に
つ
い
て

学
校
給
食
等
へ
の
補
助
に
つ
い
て

議
員

議
員

そ
の
他
の
質
問

企
画
政
策
部
長

学
校
教
育
部
長

議
員

おいしい学校給食おいしい学校給食

危
機
管
理
監

子
ど
も
未
来
部
長
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設
定
な
ど
踏
み
込
ん
だ
サ
ポ
ー
ト
体
制

な
ど
に
つ
い
て
伺
う
。

学
校
教
育
部
長　

児
童
生
徒
、保
護
者
向

け
に「
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
使
用
規

程
」や「
家
庭
で
の
お
約
束
」を
作
成
・
配

布
し
、学
習
目
的
で
は
な
い
サ
イ
ト
へ
の

ア
ク
セ
ス
も
制
限
し
て
い
る
。ま
た
、特

別
の
教
科
道
徳
に
お
い
て
、情
報
モ
ラ
ル

に
つ
い
て
、情
報
社
会
の
倫
理
、法
の
理

解
と
遵
守
と
い
っ
た
内
容
を
中
心
に
学

習
し
て
い
る
。さ
ら
に
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
た
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
な
ど
、危

険
性
に
つ
い
て
指
導
す
る
こ
と
で
、規
範

意
識
を
醸
成
し
て
い
る
。児
童
生
徒
の
い

じ
め
や
悩
み
事
に
関
す
る
相
談
窓
口
の

周
知
な
ど
に
つ
い
て
は
、各
学
校
で
Ｓ
Ｏ

Ｓ
の
出
し
方
の
指
導
等
を
通
し
な
が
ら
、

相
談
窓
口
一
覧
の
校
内
掲
示
や
配
布
を

し
て
い
る
。今
後
も
、ネ
ッ
ト
利
用
に
お

け
る
責
任
や
安
全
な
使
い
方
に
つ
い
て

指
導
を
重
ね
、メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
の

育
成
を
推
進
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

ま
ち
づ
く
り
問
題
。

一般質問

議
員　

水
路
の
側
溝
は
、道
路
に
溜
ま
っ

た
雨
水
な
ど
を
排
水
す
る
為
に
設
置
し

て
い
る
も
の
で
、必
要
に
応
じ
て
側
溝
上

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
蓋
や
グ
レ
ー
チ
ン
グ

を
取
り
付
け
る
こ
と
で
、側
溝
内
に
人
や

物
が
落
ち
る
心
配
が
な
く
な
る
。市
内
で

は
、多
く
の
住
民
か
ら
蓋
か
け
の
要
望
が

あ
り
、今
後
は
、老
朽
化
し
た
側
溝
の
補

修
な
ど
も
課
題
と
な
っ
て
く
る
た
め
計

画
的
な
工
事
が
必
要
で
あ
る
。例
え
ば
、

都
市
計
画
道
路
の
放
水
路
以
南
の
歩
道

や
、新
和
３
丁
目
周
辺
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

る
が
、現
在
の
進
捗
状
況
と
今
後
に
つ
い

て
伺
う
。

建
設
部
長　

新
和
３
丁
目
周
辺
の
状
況

は
、こ
れ
ま
で
、新
和
３
丁
目
、新
和
４
丁

目
、新
和
５
丁
目
地
域
に
お
い
て
、計
画

的
に
水
路
の
蓋
架
け
整
備
を
実
施
し
て

き
た
。ま
た
、三
郷
放
水
路
以
南
の
新
和

新
和
３
丁
目
の

新
和
３
丁
目
の水路

の
蓋
か
け
を

水
路
の
蓋
か
け
を

地
区
で
は
、都
市
計
画
道
路
新
和
高
須
線

の
整
備
も
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

東
和
東
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
水

路
に
つ
い
て
は
、都
市
計
画
道
路
と
あ
わ

せ
て
整
備
を
行
う
こ
と
で
、水
路
上
部
を

歩
道
と
し
て
、有
効
活
用
を
図
る
予
定
で

あ
る
。今
後
も
引
き
続
き
、歩
行
者
の
安

全
性
の
確
保
や
、地
域
住
民
の
生
活
環
境

の
向
上
を
図
る
た
め
、計
画
的
な
水
路
の

「
蓋
架
け
整
備
」と「
水
路
」の
適
切
な
維

持
管
理
に
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

教
育
問
題
な
ど
。

議
員　

相
談
で
き
る
か
た
が
身
近
に
い

な
い
高
齢
者
な
ど
が
振
り
込
め
詐
欺
な

ど
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
り
、一
人
暮
ら
し

の
孤
独
死
な
ど
、本
市
で
も
こ
う
し
た
事

態
が
発
生
し
て
い
る
。制
度
利
用
の
促
進

に
は
市
町
村
の
役
割
が
大
変
重
要
と
な

る
。国
に
よ
る
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進

基
本
計
画
の
見
直
し
を
踏
ま
え
て
本
市

と
し
て
も
計
画
策
定
を
実
施
す
る
と
し

て
い
る
が
、計
画
に
示
さ
れ
て
い
る
地
域

連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
役
割
が
大
き
く

期
待
で
き
る
と
考
え
る
。市
と
し
て
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

福
祉
部
長　

市
で
は
令
和
３
年
４
月
に
、

弁
護
士
や
社
会
福
祉
士
等
の
専
門
職
を

交
え
た「
三
郷
市
中
核
機
関
運
営
検
討

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議
」を
立
上

げ
、10
月
に
は
、地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

要
と
な
る「
中
核
機
関
」を
三
郷
市
社
会

福
祉
協
議
会
に
委
託
す
る
形
で
設
置
し
、

広
報
機
能
、相
談
機
能
の
充
実
に
努
め
て

い
る
。今
年
度
は
、国
の
第
２
期
成
年
後

見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

社
会
全
体
で
支
え
合
う
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
た「
三
郷
市
成
年
後
見
制
度
利

用
推
進
基
本
計
画
」の
策
定
を
進
め
、制

度
の
周
知
、本
人
の
意
思
決
定
の
支
援
、

地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
の
強
化

や
担
い
手
の
育
成
等
を
優
先
し
て
取
り

組
む
こ
と
で
、成
年
後
見
制
度
の
利
用
促

進
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

障
が
い
福
祉
に
つ
い

て
な
ど
。

議
員　

市
内
小
中
学
生
す
べ
て
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
が
支
給
さ
れ
教
育
の
デ
ジ
タ
ル

化
が
本
格
始
動
し
た
が
、全
国
的
に
ネ
ッ

ト
い
じ
め
等
の
問
題
が
増
加
し
て
い
る
。

安
全
に
利
用
す
る
た
め
の
情
報
教
育
や

指
導
、ま
た
、タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
す
ぐ
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
相
談
窓
口
の
リ
ン
ク

成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
を

成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
を

教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に

教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に

と
も
な
う
情
報
教
育
に
つ
い
て

と
も
な
う
情
報
教
育
に
つ
い
て

議
員

そ
の
他
の
質
問

議
員

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

学
校
教
育
部
長

議
員

水路蓋掛け整備後の水路蓋掛け整備後の
イメージイメージ

タブレットをタブレットを
使った授業使った授業

建
設
部
長

福
祉
部
長
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きらりとひかる田園都市みさと

議
員　

老
朽
化
の
た
め
、中
学
校
分
の
給

食
を
調
理
し
て
い
る
岩
野
木
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
移
転
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

当
初
、南
部
地
域
へ
の
移
転
が
予
定
さ
れ

て
い
た
が
、瑞
沼
市
民
セ
ン
タ
ー
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
へ
変
更
し
た
。北
部
地
域
に
あ

る
、同
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
拠
点
で
も
あ
る
。①
瑞
沼
市
民
セ
ン

タ
ー
を
選
定
し
た
理
由
や
こ
れ
ま
で
の

経
緯
は
。②
安
全
性
や
食
育
、災
害
時
な

ど
の
観
点
か
ら
も
セ
ン
タ
ー
方
式（
複
数

校
の
給
食
を
ま
と
め
て
調
理
）か
ら
、自

校
方
式（
各
学
校
で
調
理
）へ
転
換
す
る

良
い
機
会
で
あ
っ
た
。な
ぜ
引
き
続
き
、

セ
ン
タ
ー
方
式
を
進
め
る
の
か
。

学
校
教
育
部
長　

①
防
災・コ
ミ
ュニ
ティ・ 

給
食
セ
ン
タ
ー
の
複
合
施
設
と
し
て
南

部
地
域
へ
の
整
備
を
予
定
し
て
い
た
が
、

ま
と
ま
っ
た
用
地
の
取
得
が
困
難
と
な

り
、瑞
沼
市
民
セ
ン
タ
ー
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
と
し
た
。敷
地
の
選
定
に
あ
た
っ
て

は
、北
部
の
地
区
防
災
拠
点
で
あ
る
瑞
沼

市
民
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
で
あ
り
、災
害

時
に
、給
食
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
も
可
能

と
な
る
な
ど
の
理
由
か
ら
選
定
し
た
。②

栄
養
士
な
ど
の
確
保
の
問
題
や
管
理
、費

用
の
面
か
ら
も
効
果
的
で
あ
る
こ
と
か

ら
、今
後
も
セ
ン
タ
ー
方
式
を
進
め
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問　

図
書
館
運
営
な
ど
。

議
員　

市
で
は
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
市

民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、市
民
参
加

の
市
政
運
営
・
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、投
書
箱
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、モ
バ

イ
ル
、市
長
室
直
通
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
に
よ
る
要

望
の
受
付
、団
体
と
の
懇
談
、市
民
意
識

調
査
な
ど
で
市
民
の
声
を
聴
く
広
聴
活

動
と
し
た「
広
聴
事
業
」が
行
わ
れ
て
い

る
。そ
の
中
に
年
１
回「
市
長
と
話
そ
う
」

と
い
う
市
長
と
の
懇
談
の
機
会
が
あ
り
、

岩
野
木
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

岩
野
木
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
移
転
に
つ
い
て

の
移
転
に
つ
い
て

議
員

議
員

そ
の
他
の
質
問

市
長
と
の
距
離
を
よ
り
身
近
に
す
る
こ

と
で
、相
互
に
理
解
が
深
ま
り
、市
に
活

気
が
出
る
ほ
か
、選
挙
の
投
票
率
の
向
上

に
も
繋
が
る
も
の
と
考
え
る
。こ
の
懇
談

会
の
機
会
を
年
に
数
回
、定
期
的
に
開
催

し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

市
民
の
皆
様
と
懇
談
す
る
機
会

を
設
け
る
こ
と
は
、市
民
と
行
政
が
様
々

な
課
題
を
共
有
し
、そ
れ
ら
を
市
政
に
反

映
さ
せ
る
手
段
と
し
て
、非
常
に
有
効
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
た
め
、市
長
就
任

以
来
、「
市
長
と
話
そ
う
」を
実
施
し
て
い

る
。市
民
の
か
た
か
ら
日
頃
の
活
動
な

ど
、様
々
な
話
を
伺
う
大
変
貴
重
な
機
会

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、今
後
も
、市

民
の
皆
様
の
声
を
直
接
お
聞
き
す
る
機

会
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、よ
り
良

い
市
政
の
推
進
に
つ
な
げ
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

防
災
問
題
な
ど
。

議
員　

三
郷
市
の
こ
ど
も
医
療
費
助
成

制
度
の
現
状
は
市
内
医
療
機
関
で
は
窓

口
払
い
の
負
担
が
発
生
し
な
い
も
の
の
、

市
外
医
療
機
関
に
か
か
る
時
は
一
旦
窓

口
で
自
己
負
担
し
た
後
に
申
請
書
や
領

収
書
の
原
本
を
提
出
し
て
申
請
を
す
る

必
要
が
あ
り
、こ
の
こ
と
に
よ
る
時
間

的
、金
銭
的
負
担
等
は
決
し
て
小
さ
な
も

の
で
は
な
い
。こ
う
し
た
状
況
を
受
け

て
未
就
学
児
に
限
り
埼
玉
県
の
施
策
と

し
て
県
内
医
療
機
関
で
の
窓
口
払
い
を

な
く
す
取
り
組
み
が
本
年
10
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
が
、年
齢
に
関
わ
ら
ず
県
内

の
医
療
機
関
で
の
自
己
負
担
を
無
く
す

こ
と
、ま
た
県
外
医
療
機
関
に
お
い
て
も

市
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
同
様
の
施

策
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
は
。

子
ど
も
未
来
部
長　

県
内
医
療
機
関
に

つ
い
て
は
、こ
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象

で
あ
る
15
歳
、中
学
校
卒
業
ま
で
の
全
児

童
を
対
象
に
、窓
口
払
い
を
不
要
と
す
る

よ
う
進
め
て
い
く
。県
外
医
療
機
関
に
つ

い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
医
師
会

等
と
の
契
約
や
各
都
道
府
県
の
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
等
と
の
調
整
が
必

要
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
た
め
、今
後
の

課
題
と
し
て
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問　

広
報
施
策
な
ど
。

市
長
と
の
定
期
懇
談
会
の

市
長
と
の
定
期
懇
談
会
の

設
置
に
つ
い
て

設
置
に
つ
い
て

こ
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て

こ
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て

子
ど
も
未
来
部
長

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

議
員

学
校
教
育
部
長

瑞沼市民センターとグラウンド瑞沼市民センターとグラウンド

市
長
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一般質問　議会を傍聴しませんか

【議会の詳細は「会議録」で】
　三郷市議会ホームページまたは、市役所内の市政
情報コーナー、図書館などで「会議録」を閲覧するこ
とができます。なお６月定例会の会議録は８月下旬
に更新する予定です。
▶会議録速報版を公開
…閉会から１か月を目安に、ホームページにてＰＤＦ
形式で公開していますのでご覧ください。

URL　https://ssp.kaigiroku.net/tenant/misato/SpTop.html

三郷市議会　会議録 検索

議
員　

今
年
５
月
、大
場
川
下
流
排
水
機

場
に
増
設
さ
れ
た
ポ
ン
プ
は
、毎
秒
15
ｔ

の
排
水
能
力
の
向
上
に
よ
り
戸
ヶ
崎
・
鷹

野
・
高
州
地
区
の
内
水
被
害
が
大
き
く
改

善
さ
れ
た
。こ
れ
ま
で
の
治
水
関
連
事
業

に
お
け
る
、担
当
部
署
の
絶
え
間
な
い
努

力
に
よ
る
成
果
で
あ
る
。こ
の
間
、異
常

気
象
に
も
国
や
県
と
連
携
し
内
水
氾
濫

の
抑
止
に
努
め
、被
害
を
最
小
限
に
食
い

止
め
て
来
た
治
水
対
策
は
大
変
評
価
で

き
る
。し
か
し
、治
水
に
停
滞
は
許
さ
れ

水
害
対
策
に
つ
い
て

水
害
対
策
に
つ
い
て

な
い
。一
級
河
川
に
内
水
を
流
せ
る
排
水

量
が
制
限
さ
れ
て
い
る
以
上
、将
来
的
に

は
排
水
ポ
ン
プ
の
増
設
だ
け
に
頼
る
訳

に
も
い
か
な
く
な
る
。「
三
郷
市
総
合
治

水
計
画
」の
策
定
に
着
手
す
る
時
期
に
来

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

建
設
部
長　

今
年
度
か
ら
、大
場
川
下
流

排
水
機
場
の
ポ
ン
プ
増
強
に
よ
り
、大
場

川
の
水
位
を
さ
ら
に
低
下
さ
せ
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、今
後
、ポ
ン
プ

増
強
効
果
の
検
証
を
踏
ま
え
な
が
ら
、費

用
対
効
果
や
、計
画
の
実
現
性
を
十
分
に

考
慮
し
た
上
で
、総
合
治
水
計
画
の
柱
と

な
る「
排
水
基
本
計
画
」の
策
定
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
。

そ
の
他
の
質
問　

行
政
改
革
。

議
員

そ
の
他
の
質
問

大場川下流排水機場大場川下流排水機場

建
設
部
長

議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か
　議会傍聴は議会活動に触れることができる最も身近な方法です。
市政への理解を深めていただくためにも傍聴をしてみませんか。
※�傍聴の際に手話通訳、または要約筆記を希望されるかたは、傍聴
希望日のおおむね14日前に議会事務局までお申し込みください。

問い合わせ　議会事務局　☎048（930）7768　FAX048（953）1358
手話通訳により傍聴する様子手話通訳により傍聴する様子

★傍聴されるかたは、議長、係員の指示に従ってください。

傍聴のルール
⑴�騒ぎ立てたり、拍手をするなど可否を表明したり迷惑となるよう
な行為をしないでください。
⑵�みだりに立ち上がるなど、威圧的な行為をしないでください。
⑶�携帯電話・カメラ・録音機等の電源はお切りください。
⑷�飲食または喫煙をしないでください。
⑸�その他、議場の秩序を乱し、または会議の妨害となるような行為
をしないでください。
※�新型コロナウイルス感染防止のため、傍聴をされるかたは、入場
時に手指消毒及びマスクの着用をお願いいたします。また、体調
のすぐれないかた（せき・発熱など）は、傍聴をお控えください。

次回の９月定例会は８月29日（月）午前10時に開会予定です。

令和４年９月定例会の日程表
月日 曜日 会議別

８月29日 月 本会議
（議案説明・
質疑など）

８月30日 火
９月 ２日 金
９月 ５日 月 委員会９月 ６日 火
９月12日 月

本会議
（議案採決・
一般質問など）

９月13日 火
９月14日 水
９月15日 木

※�正式には市長の招集告示を受け、議会運営委
員会を経て、開会日の本会議で決定します。
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きらりとひかる田園都市みさと

6月定例会及び第2回臨時会の審議結果と賛否をお知らせします

※議長は採決に加わっていません。

■６月定例会
号 件              名 結果 政志会 21世紀

クラブ 公明党 日本
共産党

ネットワーク
みらい

みんなの
みさと 無所属

議 

案

31 専決処分の承認を求めることについて 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

32 専決処分の承認を求めることについて 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

33 専決処分の承認を求めることについて 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

34 工事請負変更契約の締結について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

35 工事請負契約の締結について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

36 三郷市税条例等の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

37 三郷市都市計画税条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

38 三郷市ひとり親家庭等の医療費の支給に関する条例の一部
を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

39 三郷市議会議員又は三郷市長の選挙における選挙運動用 
自動車の使用等の公営に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

40 令和４年度三郷市一般会計補正予算（第２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

41 固定資産評価員の選任について 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請
願 1 加齢性難聴者の補聴器購入に助成制度を求めるに関する 

請願書 不採択 × × × 〇 × × ×

■第２回臨時会
号 件              名 結果 政志会 21世紀

クラブ 公明党 日本
共産党

ネットワーク
みらい

みんなの
みさと 無所属

議
案42 令和４年度三郷市一般会計補正予算（第３号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

会派名（人数） 所属議員名

政志会（8）
武居 弘治（議長）、篠田 正巳、佐藤 裕之、
佐々木 修、田上 広子、篠田 隆彦、
齊藤 幹郎、寺沢 美紗

21世紀クラブ（5） 菊名 裕、岡庭 明、加藤 英泉、柳瀬 勝彦、
渡邉 雅人

公明党（5） 酒巻 宗一、鈴木 深太郎、佐藤 睦郎、鳴海 和美、
西村 寿美枝

日本共産党（3） 工藤 智加子、佐藤 智仁、深川 智加

ネットワークみらい（1）市川 文雄

みんなのみさと（1） 宇治 由紀子

無所属（1） 一色 雄生

審議結果と賛否

○＝賛成　×＝反対

※このほか陳情３件がありました。
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議会あれこれ

　市民要望としての請願が６月定例会に１件
提出されました。結果をお知らせします。

請願第１号
加齢性難聴者の補聴器購入に助成制度を求め
るに関する請願書
請願者　川島　登 氏

議会へ
市民市民のの声声

審議結果　不採択

菊
きく

名
な

　裕
ゆたか

 議員

表彰及び感謝状
　埼玉県市議会議長会から、市議会議長として２年間地方自治運営に
寄与された功績に対し、菊名裕議員が表彰されました。また、埼玉県
市議会議長会及び第４区議長会から、議長会の発展に尽くされた功績
に対する感謝状が贈呈されました。

【視察を行いました】

○�５月23日に議員20名で大場川下流排水機場、三郷排水機場ほかにおける「安全でいつも安心
して住めるまちづくりにおける治水対策の強化」について視察を行いました。

【他市からの行政視察がありました】

○�「子育て支援ステーション事業」について……�５月13日に沖縄県宜野湾市議会 結・市民ネッ
トワーク。

○�「日本一の読書のまち推進事業」について……�５月17日に山口県下関市議会文教厚生委員
会、東京都足立区議会日本共産党足立区議団。

○�当市の課題と先進例の研究を行い、より一層の市民サービス向上に寄
与するため、行政視察を行いました。各常任委員会の行政視察報告書
は、市ホームページでご覧いただけます。

委員会名 日　程 視察先 視察項目

総　　務 ５月９日　
　～ 10日

熊本市
（熊本県）

熊本地震における避難所運営について
防災についての正しい知識（熊本市広域防災センター）

文教経済 ５月10日　
　～ 11日

周南市
（山口県）

道の駅ソレーネ周南の運営について
徳山駅前図書館について

常任委員会行政視察を行いました常任委員会行政視察を行いました
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市制施行50周年おめでとうございます
主婦　60代　さつき平在住

　みさと団地の公募に母が申し込みをし
て転居してきたのが47年ほど前。当時、
団地の周辺は見渡す限り田んぼや畑で、

「地平線が見える！」とびっくりしました。
夜は暗闇の中に煌々と輝く団地の明かり
がまるで未来都市のようでした。
　50年の歩みとともに三郷市も発展して、
交通の便がよくなり、近代的なショッピ
ングセンターができたり、とてもにぎや
かになって、天国の母も驚いていると思
います。都心に近いのに、すぐ近くに白
鷺のペアがいたり、水鳥がいたり、夜は
蛙や虫の声が聞こえる自然豊かな街です。
そんな三郷が好きで、自分も永住の地と
決めました。母への感謝とともに、次の
60周年が楽しみです。

ひとに優しい街づくりを
個人事業主　40代　三郷３丁目在住

　市制施行50周年おめでとうござ
います。三郷市の温かさや住みや
すさを思い、市民の皆様と行政が
共に歩んできた歴史に思いを馳せ
ております。私は医療と障害福祉
に関わって仕事をしております。
高齢者施設のみならず、体の不自
由な子どもたちや発達障害のある
子どもたちも通える施設やセン
ターが拡充していくことを願って
おります。医療的ケアの必要な子
どもも含め、病気や障害のある方
も、赤ちゃんからお年寄りまで皆
が安心して健やかに暮らせる、医
療と障害福祉も充実した街であっ
てほしいです。子どもたちの笑顔
が溢れていきますようにと祈って
います。

みさと市議会だより（第190号）
　発行／三郷市議会
　編集／議会だより編集委員会

〒341−8501
埼玉県三郷市花和田648番地１
TEL 048−930−7768（直通）　FAX 048−953−1358
URL  http://www.city.misato.lg.jp

きらりとひかる田園都市みさと

暑中お見舞い申し上げます
猛暑の折、熱中症等くれぐれも
　　　　　お身体に気を付け、ご自愛ください。

※公職選挙法の規定により、議員の寄附行為や時候の挨拶状などは禁止されております。
　本紙上をもって、ご挨拶とさせていただきます。 三郷市議会


